






当社では、企業の社会的責任を全うする為の基本規定として、平成14年に「デンカグループ倫
理規定」を制定しています。本規定は、全役職員に対し国内外の法令の遵守のみならず、社会
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ＲＣ監査

ＲＣ監査と同様に、
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水
100,641
千トン

社外廃棄物
642千トン

原 材 料

CO₂393トン

11.2千トン
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PRTR対象物質
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1996年の大気汚染防止法の改正を受け、継続的に摂取されると人の健康を損なう恐れ
のある１２物資について経済産業省、環境省より「自主管理物質」



省エネルギーへの取組み

ＣＯ₂排出量の削減にw は青海火力の燃料に使用す∵の取組みを行っておりますが、
２００４年度のＣＯ₂総排出量（エネルギー
起源）原
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循環型社会へ対応するためには３Ｒ



受入処理量推移

汚泥、燃え殻、鉱さい等の原料用廃棄物
･副産物が全体の９０%以上を占め、燃
料用廃棄物･副産物ね ね ね #【、



トップの方針に基づき、計画・実行・チェック・見直しのＰＤＣＡを回すことにより継続的改善
を行いますが、企業活動と環境を調和させる重要なシステムです。社内の全事業所で認証を

し・改善を行い、製品の品質と安全を確保します。殆ど全ての製品がこのシステムに準拠してお
り、社内の大部分の製品で認証を取得しています。

ＩＳＯ9004

ネガティブリストと製品安全台帳

当社では一部原料の外部委託製造や半製品の加工等について、外部の専門会社に製造を委
託しています。品質管理は勿論で

３３に紹介した関係会社は連結対象の製造会社であることから、品質・環境・安全等について
当社に準じた管理が必要と考え、



「廃掃法」により廃棄物の外部処理を行う場合は、廃棄物処理業者を選定し委託契約の締
結、



全社的な活動を行っています。これまで、安全性・安定性の確保を賊н トラック上からの転落、墜落予防
対策として、平ボデー車からウイング車へ変更し
シート掛け不用を推進中です。又、倉入、集荷、





従来の保安・安全の活動の延長では無事故・

効率化へ向け意識の改
革に取り組みますが、安全が重要なテーマと
なっています。現在、全社で200以上のグループが活動しており、本年6月には04年度下期の活
動成果の内、優秀な活動についての発表会がありました。（右写真）

全社的な意識改革への取り組み

教育制度の充実

保安・安全への取り組み

ＧＣＰ活 動

保安会議

保 安 活 動

ＧＣＰ活動でのもうひとつの柱は人材のレベルアップです。従来行われていた個別の教育を見直
し、人材育成センター（新設）が全社的な教育体系の下、



協力会社社員、パートを含めたレベルアップ活動
各事業所内には多くの協力会社やパートの作業員が働いていますが、同じ場内で働くものと
して安全のレベルアップに対して協力して取り組むべく、事業所毎に常駐する協力会社が災害
防止協議会を設置して、安全指導や教育等を合同で実施しています。

安全成績（休業災害）
04年度上期に災害が続けて発生したため、全事業所でこれまでの活動の問題点・課題を
明確にすると共にこれら反省に基づき、ゼロ災を目指して全社規模でＧＣＰ活動に取り組
んでいます。

安全成績

労働安全衛生マネージメントシステムの計画的な構築

安 全 活 動

衛 生 活 動

労働安全衛生マネージメントシステム
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■京葉コンビナートの一員として、環境に優しい信頼される工場を目指す。

■環境負荷の低減については、環境中期計画の最終目標達成と次期環境中期計画の策定を行い、ＶＯＣ規制、

地球温暖化対策推進法の対’

ＳＯｘ排出量

ＮＯｘ排出量

ばいじん排出量

総合排水量

CＯＤ排出量

廃棄物外部処理量

廃棄物最終処分量

ＰＲＴＲ排出量

工場長方針

2004年度活動実績

負　荷 単　位 03年度 04年度 05年度目標
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廃棄物外部処理量

廃棄物最終処分量

ＰＲＴＲ排出量
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■社会の継続的な発展に貢献する新製品の研究開発に努める。

■住宅密集地に位置する特殊な研究環境を考慮し、決められた規則を忠克
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主 要 製 品



Ｃ Ｒ Ｋ 株 式 会 社

環境への取り組み

　　環境・安全に貢献する製品群

■廃棄物の削減対策として収率向上、不良発生防止に取り組んでいます。
■毎月、工場内外の清掃・美化と共に周辺の道路清掃等を行っています。

●延焼防止耐火性ゴム製品はビル・マンションの貫通)







〒103-8338 東京都中央区日本橋室町2-1-1
日本橋三井タワー

TEL 03-5290-


